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I. はじめに

虫垂憩室は欧米では諸家により数多 く報告されてい

るが,本 邦では比較的まれな疾患である。今回われわ

れは虫垂憩室穿孔による腹膜炎の 1例 を経験 したので

文献的考察を加え報告する。

II.症   例

患者 :K.0.52歳 男性.職 業 :医師

主訴 :発熱,右 下腹部痛

既往歴 :12歳 の時鼠径ヘルニアの手術を受けてい

る.

家族歴 !特記すべきことなし.

現病歴 :昭和58年11月24日, 胃癌,総 胆管結石症の

診断にて,胃 亜全摘,障 摘,胆 別総胆管切開 ドレナー

ジを施行した。術後経過は良好であったが,第 20病 日

目より発熱,右 下腹部痛が出現した。

現症 !体格,栄 養中等度,体 温37.1℃,脈 拍88/分,

整,血 圧110/70mmHg,貧 血,黄 痘なし.胸 部は理学的

に異常所見なし.腹 部は平担で右下腹部に著明な自発

痛および筋性防禦あ り,Mc‐ Bumey氏 点,Lanz氏 点

に圧痛を認めた。Blumberg徴 候,Rosenstein徴 候,
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Rovsing徴 候はいずれも陽性であった。

検査所見 i自血球数17,300/mm3, 赤 血球数412万/

1111n3,Hb量12.3g/dl,Ht値37.5%,肝 機能検査異常な

し,尿 糖 (一),尿 蛋白 (一),

腹部単純撮影 :下腹部に小腸ガス像が認められた。

注腸造影 :胃癌および総胆管結石の術前の注腸造影

所見を再検討したところ,盲 腸から上行結腸にかけて

多数の憩室が認められ,虫 垂根部にも2個 の憩室が認

められた (図 1).

以上の所見より,急 性虫垂炎もしくは憩室炎の診断

のもとに手術を施行した.

手術所見 :下腹部正中切開で開腹 したところ,膿 性

腹水を認めた。虫垂にはほとんど炎症を認めなかった

が,根 部に憩室が存在 し,そ の一部に穿孔を認めた。

虫垂切除術および腹腔内 ドレナージを施行した。

切除標本所見 :虫垂は軽度の充血を認めるのみで

あったが,根 部の虫垂間膜付着部よりやや離れた部位

に0.5cm× 0.5cm大 の憩室が存在 し,そ の一部に穿孔

を認めた。

病理組織所見 :穿孔部に固有筋層の欠損を認め,粘

膜上皮は既に消失しているが,血 管に富んだ肉芽組織

が穿孔部周囲を覆っており,虫 垂憩室の穿孔 と考えら

れた (図 2).
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して,後 半の 5年 間は0.68%に 増加 したと報告 してお

り,ま た本邦においても池田らの,三 好 らり,村 田らゆは

それぞれ 4例 , 6例 , 5例 の多数例を報告してお り,

注意深い検索により,今 後症例数が増加するものと思

われるり～2り.

本邦41例と欧米例 とを検討すると,本 邦では年齢は

18歳から66歳までで,平 均年齢は40.4歳であ り,欧 米

でヤよPayan3いが32歳, Rabinovitch31)が326歳 , Tr01-

lopeが 37荒受, Deschёnesが 38.8売霊, Yates32)が44.6荒霊,

chong3りが46.6歳,Delikaris3つが46.9歳 と報告 してお

り,報 告者によりかなりの相違が認められる。男女の

害J合は本邦では男73%,女 27%,欧 米では Rabinovitch

が 男60%, 女 40%, Desch6nesが 男61%, 女 39%,

Trollopeが 男64%,女 36%と 報告 してお り,本 邦,欧

米とも男に多 く発生する傾向にある。憩室の数は本邦

では単発例16711(39%),多 発例25all(61%),欧 米で

は Trollpeが 単発例135例 (45%),多 発例173例(55%)

と報告しており,本 邦,欧 米とも多発する傾向にある。

憩室の発生部位は本邦では,先 端部35%,中 央部40%,

根部25%と 中央部に多 く発生す る傾 向にあ るが,

Esparza3"は 先端部に多 く発生すると報告 してお り本

邦集計との相違が認められる。また本邦における虫垂

憩室の発生は虫垂間膜側63%,非 間膜側37%で ,欧 米

では Trollpeが 間膜側10例,非 間膜側 3例 ,両 側 9例

と報告してお り,本 邦,欧 米とも間膜側に多 く発生す

る傾向がある。虫垂憩室穿孔の合併は,本 邦では 9例

(22.0%)で あるのに対して,欧 米では Desch6nesが 61

例中29例 (47.5%)と 報告しており,本 邦におけるよ

りも高い穿孔率を示 している。

虫垂憩室の発生頻度について Feldman30は 切除虫

垂38,000例 を検索 し0.004%,KonietZny3の は,1,000例

中 2例 (0.2%), Deschё nesは 37,861例 中127例

(0.33%), Edwards3ゆ は1,493例 中 8例 (0.53%),

Collins3りは50,000例中684例 (1,368%)と 報告 してい

る.本 邦における発生頻度の報告はほとんどないが,

三好らは切除虫垂961例中 6例 (0.624%)に 虫垂憩室

を認めたと報告している。

虫垂憩室と結腸憩室との合併は41例中 9例 (22.0%)

に認められたが,欧米では Cameron4いの報告のほか数

多 くの報告がある。

虫垂憩室を術前に診断し得た症例は欧米では Spr_

1盟S&Marxer41)の 報告以来 Salvinoni421,Tr01lope,

Cameron,D'Amico4め ,chwatt4りらの報告があるが,

本邦では松島らの報告 と自験例を含め 2例 のみであ

図 1 注 腸造影 (胃癌.総 胆管結石の術前の注腸造

影):盲腸から上行結腸にかけて多数の憩室が存在

し,虫 垂にも2個の憩室を認める。

図 2 虫 垂憲室穿孔部の病理組織所見 t穿孔部に固有

筋層の欠損を認め,血 管に富んだ肉芽組織が穿孔部

周囲を覆っている.

術後経過は順調で,第 19病日目に軽快退院した.

III.考  察

虫垂憩室は粘膜,筋 層,奨 膜より成る真性憩室 と,

筋層を欠 く仮性憩室 とに分類 され る。真性憩室 は

TrollopeDの集計によれば欧米では43例,本 邦では幕

内ら分の 1例 の報告があるのみで,極 めてまれな疾患

である。仮性憩室は1893年Kelynachめの報告以来,欧

米では1,300例以上の報告があるが,本邦では1937年星

野りの報告以来,自 験例を含めても40例を数えるにす

ぎない。しかし,Desch6nes5)は1954年から1963年にか

けて,切 除虫垂7,861例中127例の虫垂憩室を発見して

いるが,前 半10年間の発生頻度は0,18%で あるのに対

●
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表 1 虫 垂憩室症と急性虫垂炎との鑑別点 (Payan)

忠を強
平均年齢 安 定 の 手 を 観 位

3tl名
32才 3日ロ

15/30 17/30

30名
18才

30/30

る。

虫垂憩室症 と急性虫垂炎との臨床的鑑別については

困難な場合が少なくないが,Payanは 次のような相違

点をあげている。平均年齢は虫垂憩室症で32歳,急 性

虫垂炎で18歳と虫垂憩室症の方が高齢者に多 く,腹 痛

の平均持続期間すなわち腹痛の発現から手術までの平

均期間は虫垂憩室症で 3日 間,急 性虫垂炎で 1日 と虫

垂憩室症の方が経過が長いとしている (表 1)。 また,

Desch6nesによれば,腹 痛の発症から入院までの期間

は,虫 垂憩室症では 7日 間以上の症例が多いのに対し

て,急 性虫垂炎では48時間以内の症例が圧倒的に多い

としている。

IV.お わりに

虫垂憩室穿孔による腹膜炎の 1例 を本邦集計および

文献的考察を加え報告した。

なお,本論文の要旨は第712回外科集談会において発表し

ブこ .
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